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仮設ケーブル敷設時は、通電前に複数本のケーブルが使用されていないか確認するとともに、地絡だけで
なくケーブル同士の短絡がないことを確認するよう社内ルールに規定しました。

また、複数本の仮設ケーブルを使用する場合、敷設した作業員は作業責任者等に対してその旨を確実に連
絡するよう、改めて協力会社等に周知しました。

調査の結果、前日に作業員Ｂが２本の仮設ケーブルを繋いで分電盤同士を接続するよう配置しましたが、作
業責任者等に連絡することを失念しており、作業員Ａは２本の接続作業を行わずに電源を入れたことがわかり
ました。
このため、通電された仮設ケーブル先端の端子部分で短絡が発生し、発火したものと推定しました。
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接続端子４本（３相＋アース１本）はビニールテープで巻かれてまとめられて
おり、端子同士が接触した状態で電流が流れたため、３相間の短絡が発生
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